別表第十二号　放送局の行うデジタル放送の誤り訂正方式(第15条第2項、第13条第2項関係)
1　TSパケットの誤り訂正外符号は、短縮化リードソロモン(204，188)とする。短縮化リードソロモン(204，188)符号は、リードソロモン(255，239)符号において、入力データバイトの前に51バイトの00hを付加し、符号化後に先頭51バイトを除去することによって生成する。ここでリードソロモン(255，239)符号の多項式は次のとおりとする。
符号化生成多項式：g(x)＝(x＋λ0)(x＋λ1)…(x＋λ15)
(λ＝02h)
体生成多項式：p(x)＝x8＋x4＋x3＋x2＋1
注　数値の後のhは、その数値が16進数表記であることを示す。
2　TMCCの誤り訂正符号は、差集合巡回符号(273，191)の短縮符号(184，102)とする。ここで差集合巡回符号(273，191)多項式は次のとおりとする。
符号化生成多項式：g(x)＝x82＋x77＋x76＋x71＋x67＋x66＋x56＋x52＋x48＋x40＋x36＋x34＋x24＋x22＋x18＋x10＋x4＋1
3　伝送主信号の誤り訂正内符号は、畳込み符号方式及びパンクチャド符号化方式の組み合わせによるものとする。
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は1ビット遅延素子を表す。
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は、排他的論理和の演算素子を表す。
3　パンクチャド符号の詳細は、次表のとおりとする。
パンクチャド符号詳細
(入力信号列C1，C0がパンクチャドパターンによりPnになる。)

入力
C1
X1
X2
X3
X4
X5
X6
X7
X8
X9

符号化率

C0
Y1
Y2
Y3
Y4
Y5
Y6
Y7
Y8
Y9

1／2

パンクチャドパターン
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○



Pn
X1
Y1
…







2／3

パンクチャドパターン
○
○
×
○
○
○
×
○
○
○
×
○
○
○
×
○
○
○



Pn
X1
Y1
Y2
…






3／4

パンクチャドパターン
○
○
×
○
○
×
○
○
×
○
○
×
○
○
×
○
○
×



Pn
X1
Y1
Y2
X3
…





5／6

パンクチャドパターン
○
○
×
○
○
×
×
○
○
×
○
○
×
○
○
×
×
○



Pn
X1
Y1
Y2
X3
Y4
X5
…



7／8

パンクチャドパターン
○
○
×
○
×
○
×
○
○
×
×
○
○
×
○
○
×
○



Pn
X1
Y1
Y2
Y3
Y4
X5
Y6
X7
…

○：伝送ビット　×：非伝送ビット
Pnの欄ではパンクチャドパターン1周期分のみを具体的に示すものとし、「…」は以後同様のパターンを繰り返すことを意味する。
4　パンクチャド符号化はフレーム同期でリセットされるものとする。
